
2020年1月号１月の安全運転のポイント

裏道は車の走行に適した道路交通環境とはいえない

　裏道の多くは、センターラインも歩車道の区分もなく、

道幅も狭い道路です。利用者の主体も歩行者や自転車で

すから、車の通行に適した道路交通環境が整備されてい

るとは限りません。

　こうした裏道を走行する場合の主なリスクをあげてみ

ましょう。

・路面の道路標示によく注意しないと見過ごしてしまう

　ような交差点（十字路や丁字路）が多い。

・通行している歩行者や自転車の側方を通過するときに

　安全な間隔がとれない。

・対向車があるときは、どちらかが退避しなければ通行

　できない。

・交差点だけでなく、道路に面した住宅の出入口からも

　歩行者や自転車の飛び出しがある。

裏道は狭い道路が多く、車の通行には適していません。しかし、渋滞を避けるために裏道を走行したり、

目的地に早く到着するための「抜け道」として利用している車もみられます。裏道走行には、幹線道路と

は異なるさまざまなリスクがあります。そこで今回は、裏道走行のリスクと留意点についてまとめてみま

した。
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裏道走行に潜むリスク

「抜け道」の走行には、さまざまな制限がある

裏道を「抜け道」として利用するのは、裏道は交通量

が少なく、信号機もほとんどないことから、幹線道路よ

りもスムーズで、時間的に早く走れるという思い込みが

あるためと思われます。

　しかし、裏道には先にあげたリスクがあり、安全に走

行するにはさまざまな制限がかかります。例えば、歩行

者や自転車が通行している場合は、スピードを出して走

行することは困難です。歩行者や自転車がいない場合で

も、小さな見通しの悪い交差点などからの歩行者や自転

車の飛び出しなどに備えるには、スピードを落とす必要

があります。さらに、対向車がある場合、安全にすれ違

うためには一時停止か徐行を行います。

　このように、裏道を「抜け道」として利用しても、思

ったほどスムーズに早く走れるわけではありません。そ

れを考えれば、「抜け道」の走行はリスクのほうが大き

いといえるでしょう。

スピードを
落としてゆっくり
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初めての裏道を走行する場合の留意点

　初めての裏道を走行する場合、その道路の形状や交通

環境がわかりませんから、どこにどのような危険が潜ん

でいるかを的確に予測することはできません。また、幹

線道路のように案内標識が設置されているわけでもあり

ませんから、どのような経路を辿れば目的地につながる

道路に合流できるかわからず、カーナビに頼りがちにな

ります。

　初めて走行する裏道では、スピードを十分に落とすと

ともに、交差点を示す路面標示や「飛び出し注意」「通

学路・速度落とせ」といった看板などにも十分に目を配

り、危険を早めに察知するという姿勢で運転することが

大切です。また、走行中にカーナビを注視すれば違反行

為となるだけでなく、前方への注意が欠けてしまい非常

に危険です。カーナビを操作するときは空地など安全な

場所に停車して行う必要があります。

「抜け道」として利用している場合の留意点

　裏道を日常的に「抜け道」として利用している場合、

その道路の形状や交通環境、走行経路もよくわかってい

ますから、特に危険はないように思われますが、慣れか

らくる落とし穴があります。それは油断や思い込みです。

　油断が生じれば、警戒感も薄れて周囲への目配りもお

ろそかになり、スピードも上がってくるおそれがありま

す。また、経験から、この十字路は飛び出しがあるが、

向こうの丁字路は飛び出しはないなどと思い込みで運転

してしまい、状況の変化に対応できないおそれがありま

す。常に、初めて走行する道路と同じ慎重さをもって走

行するようにしましょう。

裏道走行時の留意点

早めの出発

先急ぎは割に合わないと考える

エコドライブに逆行する

先を急いでも時間短縮にはならないと考える

　裏道は基本的に生活道路であり、周辺住民のための道

路ですから、裏道沿いの居住者以外の人が車で利用する

のはできるだけ避けるのが望ましいといえますが、やむ

を得ず裏道を走行する場合は、安全をしっかりと確保し

た走行を心がける必要があります。

　裏道走行には、大きく二つのパターンがあります。

① 渋滞等による迂回路として、これまで走行したこと

のない裏道を利用する場合

② 裏道を「抜け道」として日常的に利用している場合

①は、初めて走行する裏道であり、②は走り慣れた裏

道といえますが、①と②では、少し留意点が異なります。

エコドライブを実践する

　追越しや進路変更を繰り返したり、車間距離をつめた

りすると、加速や減速の頻度も高くなりますから、交通

事故のリスクを高めるだけでなく、燃費も悪化させます。

一定の速度で走行し、できるだけ加速・減速を少なくす

る運転が、エコドライブのポイントの一つとなっていま

すから、これを実践していくことが、先急ぎ運転の防止

にもつながります。

　横断歩道を横断しようとしている歩行者がいるときは

一時停止して横断を妨げないようにすることはもちろん

ですが、歩行者の側方を通過するときは安全な間隔をあ

ける、通学路を走行するときは速度を落とすなど、歩行

者保護の運転を習慣づけましょう。

歩行者保護の運転を習慣づける

裏道に入る心理とリスク

裏道走行をしたくなる心理

　幹線道路は歩車道が区分されているうえ、信号機も設

置されているので歩行者の飛出しもほとんどありません。

それだけ安全な道路といえますが、なぜ裏道を走行する

ドライバーがいるのでしょうか。そこには次のようなド

ライバー心理が考えられます。

〇裏道を走行するドライバーの多くは、その裏道が抜け

道として利用できると考えています。そのため、幹線道

路を走行するより早く走れるという思い込みがあるので

す。

〇「信号待ちをしたくない」という気持ちから、信号機

の少ない裏道を走行するドライバーもいます。

裏道は死角が多い

〇裏道は歩車道の区分のない場所も多く、このような場

所に駐車車両があると、前方の死角から出てくる自転車

や飛び出してくる子どもなどと衝突する危険があります。

〇看板や電柱などは子どもを簡単に隠してしまうので、

看板の側方を走行するとき、急に目の前に飛び出してき

て衝突する危険があります。

〇玄関に面していることが多く、道路の左に寄りすぎる

と、玄関から出てきた人と衝突する危険があります。

交差点に潜むリスク

〇裏道は同じような塀が続いているため、小さな交差点

を見落とすことがあります。また、交差点の手前の駐車

車両で交差点が隠れてしまうことがあります。

〇見通しの悪い交差点では、一時停止をせずに交差点に

進入してくる自転車と衝突する危険があります。

〇普段から交差車両がめったに来ない交差点で、「今日

も来ないだろう」と考えて進入すると、交差車両が出て

きて衝突する危険があります。

裏道事故を防止するポイント

裏道を走っても早く着けない

　裏道を走行すると早く目的地に着けると思っているド

ライバーがいますが、裏道には歩行者や自転車などの飛

出しといった危険を避けるためスピードを落とさなけれ

ばならなかったり、幹線道路に戻る場合も、青信号が短

いため渋滞してなかなか幹線道路に入ることができませ

ん。

　その結果、ドライバーが思ったほど早く着くことはで

きません。逆に危険は多くなります。

　危険を犯して裏道を走っても早く着けないことを十分

に理解して、幹線道路を走りましょう。




